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作成 令和 3年 12 月 18 日 

摂津市議会議員 松本暁彦 

 

令和 3 年第 4回定例会一般質問 ～本会議 2日目 令和 3 年 12 月 15 日～ 
議事録（抜粋） 

 

３ 河川防災ステーション上部施設の構想について 
 

 

 

○松本議員 

河川防災ステーション上部施設の構想についてですが、まず上部施設の国との調

整、建設費は市の予算となるのか等の現況についてお聞かせください。 

（略※） 

 

○南野議長 

市長公室長 

 

○大橋市長公室長 

河川防災ステーション上部施設についてのご質問にお答えいたします。 

淀川の河川防災ステーションにつきましては、現在、国において水防活動や堤防破

堤時の災害復旧を目的に、土砂等の緊急用資材の備蓄、資材の搬出入、ヘリポートな

ど必要な機能等について、検討が進められているところでございます。 

本市としましては、淀川の想定される最大規模の水害時おける避難者約 6万人に対

し、収容可能人数が約 5千人分の避難場所しか確保できない状況にあることから、淀

川の堤防と同等の高さとなる河川防災ステーションの上面に避難所機能を有する上

部施設の建設は不可欠であると考えております。 

水害時のみならず、どのような災害が起きても避難できる避難場所として上部施設

の建設について、底地の取り扱いも含め、現在、国と協議・調整をしている段階にご

ざいます。 

質疑概要 

河川防災ステーション上部施設の構想については、国との調整状況なども含め

まだまだ未確定な部分が多い。しかしながら、市としてどうあるべきかは、しっ

かりと考え方を持つ必要がある。特に施設の性質上、有事構想が優先される。 

 以前から要望している水害時における消防の救助拠点のバックアップ機能と合

わせて、それらについて議論を行った。 
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上部施設について、摂津市民のための避難所機能などを有する施設とするなら、そ

れに関わる建設費用につきましては本市が負担するべきものと考えておりますが、交

付金の活用等により、本市負担については出来る限り軽減できるよう努めて参りたい

と考えております。 

（略※） 

 

○松本議員 

次に河川防災ステーション上部施設について、国の水害時での活用、本市が建設

すること、避難所機能を持たすことなどを検討していると理解しました。 

 市の施設であるならば、当然ながら地域防災計画などの位置づけも必要です。 

そこで地域防災計画も含めた市の防災政策における施設の位置づけについて、ど

う期待しているのかお聞かせください。 

 

○南野議長 

総務部理事 

 

○辰巳総務部理事 

河川防災ステーションの上部施設の地域防災計画含めた市の防災政策における位

置づけについて、どのような期待を持っているかについてのご質問にお答えいたしま

す。 

市の防災政策上最も重要な事は市民の命を守ることであります。水害や震災が発生

した場合でも被害を最小限に留めるためには、市民の命を守るための避難場所や救助

拠点の確保が必要です。 

しかし、市長公室長の答弁でもありましたように、水害時におきましては圧倒的に

避難可能な場所が不足しており、遠方への避難が困難な高齢者や障がい者等の避難行

動要支援者の一時避難先の確保が喫緊の課題であります。 

また、震災時においても、市全域に見れば避難所の収容可能面積は何とか足りてお

りますが、鳥飼地域だけで見た場合はかなり不足しております。 

本市といたしましては、市民の大切な命を守るために地域防災計画において河川防

災ステーションの上部施設を鳥飼地域の避難・救助活動の拠点として位置づけられる

よう検討して参ります。 

 

○南野議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

地域防災計画での位置づけを検討していくとのことですが、計画には水害と地震
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の対応が記載されており、上部施設も同様の扱いが必要です。 

例えば、避難所として運営する場合、水害時、河川防災ステーションは、水防セ

ンター機能も含め、国交省やあるいは自衛隊などの市民の命を守る復旧拠点となる

ため、施設周辺は２４時間の騒音があり、夏であれば滞った水面での虫の発生も懸

念され、長期避難には不適切で、災害関連死を防ぐためにも一時避難に留め、より

安心して過ごせる場所への移送が必要と考えます。 

ただ地震時には状況が変わるため、長期避難は可能と考えます。適切に想定し検

討されるよう要望致します。 

 また、淀川氾濫時の安威川以南での消防の救助拠点として上部施設の活用をこれ

まで議会で提言して参りました。 

実際、救助拠点が水面で孤立すれば機能発揮できず、鳥飼出張所での対応は困難

であることから、上部施設に救助拠点としてのバックアップ機能を最低でも持たせ

ることが必要と考ますが、消防の見解をお聞かせください。 

 

○南野議長 

消防長 

 

○明原消防長 

河川防災ステーション上部施設と救助拠点に関するご質問にお答えいたします。 

淀川の氾濫による水害発生時は、市地域防災計画に基づき災害対策本部が設置され、

消防本部は、本部長となる市長、また副本部長となる副市長の指示のもと各班と連携

しながら災害応急対策を実施することになります。 

全消防職員を参集し、情報収集を中心に消防広報活動や災害警戒活動を実施いたし

ますが、やはり最優先をいたしますのは、人命の救出・救助ございます。 

本市所有の水難救助用ボートをフル活動して、浸水建物等からの救出・救助活動に

あたるところでございますが、淀川が氾濫した場合は、ご指摘の通り、消防鳥飼出張

所は水没して、鳥飼地区の消防・救助の拠点としての機能が喪失してしまうことにな

ります。 

河川防災ステーションにつきましては、まだまだ協議を要する部分が多いようです

が、消防本部といたしましては、上部施設を活用した、救助活動スペースの確保や、

救助資機材の備蓄など、浸水時に鳥飼出張所のバックアップ機能としても活用できる

よう、今後も関係各課と協議を進めて参りたいと考えております。 

 

○南野議長 

松本議員。 
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○松本議員 

是非、協議を進めるよう強く要望致します。 

今後の国との調整、そして鳥飼まちづくりでのにぎわいの拠点として平時の利活

用、ＦＭとの連携を考えるためには、上部施設の性質上、有事での構想を先に固め

ておく必要があります。 

最後に、市財産として最大限に市民に有用な施設とするためにどうしていくの

か、総括的に福渡副市長のお考えをお聞かせください。 

 

○南野議長 

副市長 

 

○福渡副市長 

市民にとって最大限有用な施設とするための方策についてのご質問でございます。 

議員ご案内のように、鳥飼地域につきましては水害リスクが非常に高い地域でござ

いまして、鳥飼地域の皆様が安全で安心して暮らしていくためには、洪水が来ない場

所を作る高台まちづくりという施策が大変重要であると認識しております。 

河川防災ステーションは、この高台まちづくりの中核に位置付け、その上部施設は、

いざという時の避難場所として、あるいは救助・救出の拠点として、しっかり機能す

るようしなければならないと考えています。 

上部施設の規模や具体的な機能につきましては、今後十分検討していく必要があり

ますが、災害は非常に稀にしか発生しないため、平時利用についても十分検討するこ

とも必要があります。 

特に、高齢者や避難行動要支援者の方々は、日常的に使用している場所以外に避難

する場合に非常にストレスを感じることがあり、平時利用は特に慎重に検討を進める

必要があると考えています。 

また、まちづくり、地域の活性化の観点からも、河川防災ステーションの活用につ

いては検討して参ります。 

今後検討していかなければならない事は多々ありますが、利用される方は地域の住

民でございますので、地域の住民と十分に対話しながら、地域のニーズ、今後の方向

性も含め、市の財産として、最大限有用なものとなるように検討を進めて参りたいと

考えております。 

 

○南野議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

ありがとうございます。 
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是非、上部施設は各種計画、市民ニーズも踏まえて、しっかりと構想を固め、そ

れを実現できるよう国とも調整し、市財産として最大限有用となるよう要望致しま

す。 

 

 

（音声データ等より作成） 

重要と思われる部分には強調を入れています。 

※当該質問に関係のない他の質問項目の部分は省略しています。 

 

 

＜質問項目一覧＞  

1 児童生徒の生きる力を養う読書習慣の定着化に向けて 

2 文化活動や地域コミュニティ活動の促進について 

3 河川防災ステーション上部施設の構想について 

4 健都発展の取り組みについて 

(1) エリアマネジメント等について 

(2) イノベーションパークについて 

 


